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　　　　　　　　　　　　　代表　菅波茂先生

　平成４年１２月中旬にバングラデシュ政府直轄のミャンマー難民救援委員
会より難民救援活動に従事しているＮＧＯに対して難民キャンプ活動より撤
退するように突然勧告が出されました。バングラデシュ政府が諸事情により
ミャンマー難民の送還を決定したためです。 AMDA Bangradsh -AMDA Japan
間の慎重な討議の結果、バングラデシュ政府ミャンマー難民救援委員会の勧
告にしたがって平成５年１月いっぱいでもって難民キャンプでの活動を終了

して撤退することを決定しました。
　このミャンマー難民緊急救援医療プロジェクトはＡＭＤＡにとってアジア多
国籍医師団構想の第一歩を踏み出した貴重なプロジェクトでした。このプロ
ジェクトを通して得られた貴重な経験は他のカンボジア難民本国帰還緊急対
応医療プロジェクトやブータン難民緊急救援医療プロジェクトから得られる
経験と共に「緊急救援医療の展開」の基本と方法論を教示してくれました。

ここで再確認したいのはアジア多国籍医師団構想の３原則の正しさでした。
　　１）自然災害や難民に対するアジア参加国による合同医療チーム
　　２）アジアの多様性（多言語／多文化／多宗教）に対応した医療実施

　　３）アジアの医療専門家の平等な参加

このプロジェクトから得られた今後のバングラデシでの展望について
　１）バングラデッシュ政府関係：バングラデッシュ人医師をプロジェクト
　　リーダーとしたアジア多国籍医師団は駐日バングラデッシュ大使館、バ
　　ングラデッシュ政府保健省およびＮＧＯビューローに大歓迎され厚遇を得
　　た。今後の緊急救援医療活動の許認可は非常にスムースに運べることが

　　期待できる。わずか３ヵ月で国際ＮＧＯとして登録された。
　２）国連難民高等弁務官事務所：当初はあまり協力的でなかったが現地政
　　府の知偶を得た後は非常に好意的に支援してくれている。日本からの医
　　療専門ＮＧＯとして認知。今後の協力関係は良好と判断される。
　３）現地で活動している欧米ＮＧＯ　：日本からきた医療専門チームというこ

　　とで期待が商い√
　４）政府医療チーム：不十分な医薬品や医療設備だけで治療に当たってお
　　り特に高度医療機器、補液や注射類の提供を私達に望んでいる。マンパ

　　ワー不足も訴えており今後連携できる可能性は非常に高い。
　５）ＡＭＤＡチッタゴン／コクスバザール現地医師団：バングラデシュ人医
　　師をﾌﾟロジェクトリーダーとしたアジア多国籍医師団第一次医療隊と合
　　同診療に必要な現地の手配／情報提供／難民への健康教育／一般診療を

　　熱意をもって実施している。必要に応じて再編成可能である。
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６）チッ タゴン医科大学医学生：アジア多国籍医師団構想に賛同してボ
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ランティア活動を展開してくれている。今後の協力関係を強化するため

AMDA-Japanとチッタゴン医科大学と専門家養成相互支援プログラム締結

　開始に向けてすすめる予定である。

７)バングラデッシュの報道機関：自国医師をリーダーとしたアジア多

　　　　　　　　　　　　　‘‘-‘－　･一‘｡‘･‥tぶH4ヽ･i･-1-ﾂﾞ'ノふいデ'hZ、／／１／／　ノ/　/ff≒-/lp●fi yy●●--　　－.--._
国籍医師団派遣に賛同して非常に好意的な報道をしてくれている．

８）アラブ酋長国連邦の主要新聞：バングラデシュ人医師をリーダーに

したバングラデシュ国内でのアジア多国籍医師団の救援活動をサウディ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＴＴ｀-゛-一一4’=f゛よ･1･･jや４ｔ　扨血レ/こ／ヽ／／　ノ　/　･･..･.1=a!ll　J　・　’/　/　－　・　乙　－...-_-･
アラビアの皇太子が現地視察したことと合わせて好意的に言及．将来、

イスラム團に緊急救援医療活動する時のすみやかな受け入れが可能であ

ることを示唆．

成功もしくは成果を上げたと思われる要因分析
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)派遣医療チームのリーダーがバングラデシュ人医師であったこと

)バングラデシュ政府は外国からの援助を好んでうけいれているわけ

　　‾　‾　　‾　　　　　｀　‾゜‘‘゛-^‘j9･ふ　ｰ●』-.SS･●　Jp.｡ヽ●･･　t　でないという国民感情を尊重したこと
）日本に対する評価と期待が高まっていること
）現地医師団の発足とローテションが組めたこと
）郵政省国際ボランティア貯金助成をタイムリーに受けられたこと

）組織を上げての派遣医療従事者の確保ができたこと

今後の活動に対する課題
　１）国連高等難民弁務官など国連組織との密接な関係の確立
　２）救援医療活動開始するまでの現地政府／難民コミュニティにアプロー

　　チする方法論の研究
３）救援医療活動内容のマニュアル化
４）医薬品など救援物品のパック化と輸送方法の開発
５）救援医療活動における調査研究体制の確立
６）リスクマネジメントの確立
７）他のＮＧＯとの連合の可能性研究

今後の難民緊急救援活動の再開に備えてダッカ及ぴチッタゴンの事務所は現
在のまましぱらぐは維持する予定です。叉、この事務所を拠点として現地医
師団のメンバーが日頃取り組んでいる農村における保健医療プロジェクトを
チッタゴン地区を中心に積極的支援する準備に入っています。

　このプロジェクトを支えていただいた会員の方々及び物心両面にわたって
支援してくださった方々、特に郵政省国際ボランティア貯金助成に対しまし

てこの紙面を借りまして厚くお礼を申し上げます。
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